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 我々は、グラフェン表面に電荷を持つ対象物が接触することにより、グラフェン電界効果トラ

ンジスタ(G-FET)の伝達特性が変化することを利用したバイオセンサの開発に取り組んでいる。

本研究では、インフルエンザウイルスの迅速かつ高感度な検出のため、G-FET上に、インフルエ

ンザウイルスと特異的に結合する抗インフルエンザ抗体を修飾することを考えた。抗体を用いる

ことにより、その高いアフィニティによる高感度化が期待できるほか、ウイルスの亜型の鑑別も

可能になる。ただし、抗体の全長は約 15 nmであり、溶液中のデバイ長(生理的塩濃度下で 1 nm

以下)よりもはるかに大きく、全長のままではセンサに利用できない問題があった。そのため、抗

原認識部位を含む Fabフラグメントの利用を考えた(Fig. 1)。インフルエンザウイルスの核たんぱ

く質に対する抗体をフラグメント化し、分子間相互作用解析装置(BLItsTM, Molecular Devices, 

LLC.)を用いて結合性を確認した(Fig. 2)。今後、フラグメント抗体の G-FET上への修飾とインフ

ルエンザウイルス検出を試みると共に、インフルエンザ亜型を決定するウイルス膜たんぱく質ヘ

マグルチニンに対する抗体を用いて、亜型特異的な検出も試みる。 
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Fig. 2: BLItzTM binding assay for influenza virus 

nucleoprotein (NP). Whole (red line) and fragment 

(blue line) antibodies bound to 

nucleoprotein-coated sensor surface. 

Fig. 1: Schematics of the surface 

modification of G-FET and influenza 

virus detection using Fab fragment. 
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